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“A Martyr of Auschwitz”,EDTH STEIN
 
Selected  Writings  With Comments, Reminis-
cences and Translations of  her Prayers and
 
Poems by her niece,Templegate Publishers,
1990,pp.110-111（1987年4月12日に New
 














































































が「教会の抵抗の歴史（A Histry of the Church’s
 
Resistance）」(pp.28-29)「パッチェリはナチス
































































（James Carrol,Constantine’s  Sword : The
 




7章(53)“Edith Stein and Catholic Memory.”
pp.536-543でエディット・シュタイン問題に触
れている。文中の The New Yorker誌の記事の
タイトルは，“The Saint and the Holocaust;
In canonizing Edith Stein,has the church
 




























































































































































































のイエズス会の定期刊行物 Stimmen der Zeit
誌（169号，120頁）に寄せた1937年の反ナチ













































































































































































る。」Susanne M.Batzdorff,Aunt  Edith :



















り，あるいは L’Ossavatio Romano 紙を読
んだりすることが，ほとんどできなくなっ
た。ナチス・ドイツの全体主義体制下では，
著しく禁圧された（彼女自身，1933年の手
紙で「意見を公にする自由は束縛されてい
る」と述べている）。当然，彼女の知って
いることは限られており，それは，友人や，
個人的に彼女と連絡しうる信仰上のつて
から，たいへんな困難を経て伝えられた断
片的な情報であった。彼女自身，1938年の
末にドイツを離れ，オランダのカルメル修
道会に行くことを余儀なくされたのであ
る。
その後彼女は，ナチズムと反セム主義を激し
く非難したオランダ司教団の教書――これは
まさしく，彼女が教会に要請していたことで
あった――の報復として，1942年に逮捕され，
アウシュビッツで処刑された。
何はさておき，エディット・シュタインが
1933年の手紙のなかで，自分がカトリック信者
であるという事実を，二度喜んでとりあげてい
ることを見過ごすことができない。「ユダヤの民
の子どもとして，神の恵みにより，十一年前か
らはカトリック教会の子どもとしても」という
箇所と，「教会の信仰をもった子どもであるわた
したちは皆」という箇所である。―― ドイツに
おける，そして思うに，世界中の信心深いカト
リック信者」という言及も同様である。彼女は
明らかに，教会を不動の岩として，また霊的な
栄養として見ているのであり，今どきの論客た
ちが思っているような老いぼれた保守的な機関
として見ているのではない。
彼女の手紙は，激しく憎み憤っているカト
リック信者の苦しみではなく，敬虔なカトリッ
ク信者の心からの証言である。同時に，教会の
能力と責任への熱心な勧告でもある。これまで
見てきたように，教会は間違いなく彼女を裏切
らず，問題を分かち合って援助した。結局のと
ころ教会は，彼女にとって力強い最後の頼り手
となり，彼女はアウシュビッツで地獄の門を通
り抜け，聖人として天国に姿を現す結果となっ
たのである。
【付記】 本稿は，日本学術振興会から交付され
た平成20年度科学研究費補助金基盤研究（C）
「エディット・シュタインの公開手紙をめぐる論
争に関する調査と文献研究」（課題番号:
19520061）による研究成果の一部である。
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